
第２回　Rikoh ティータイム シンポジウム
～ワセダで輝く・ワセダから輝く、アナタの未来～

お問い合わせ先

◆主催：男女共同参画推進室　ワークライフバランス・サポートセンター
Email : support-koryu@list.waseda.jp
HP：http://waseda.cinra.net/inst/gender-equality/

◆共催：理工学術院
◆後援：キャリアセンター

講師（アドバイザー）

事前登録制
・

入場無料
事前登録制
・

入場無料日　　時 5月 26日（木）14：45～ 16：30
会　　場 西早稲田キャンパス　55号館 1階大会議室
対　　象 理工系研究者・学生・関係教職員
事前登録 MyWasedaより申請　又は　support-koryu@list.waseda.jp

ティー＆スイーツを
ご用意して

お待ちしています。

司会進行 ： 早稲田大学　理工学術院教授　所 千晴　

Waseda Vision 150
-Best Education, Best Research, Best Community-

西早稲田キャンパスのみなさん、これから輝くためのヒントを、
社会の理工系分野で活躍する先輩の言葉から受け取ってください

テーマ

「ワークとライフ、自分にいちばん良いバランス」

国際石油開発帝石株式会社
技術本部技術基盤ユニット
教育研修グループマネージャー

大竹 真由
＊早稲田大学大学院
　理工学研究科修士課程
　資源及材料工学（資源）専攻
　修士（工学）　

＊早稲田大学
　教育学部理学科生物学専修　卒業
　東京大学大学院　理学系研究科
　博士（理学）

国立がん研究センター研究所
希少がん研究分野　主任研究員
早稲田大学理工学術院客員准教授

大木理恵子

がん抑制遺伝子p53はがん抑制において最も重要な遺伝子です。
私は、博士研究員の時から２０年近くにわたって、このp53の研究をしています。
研究は常に良い結果に恵まれるとは限らないですが、それを期待して努力を続
けています。研究がうまくいかないときこそ、たくさん努力をすること。努力を続
ければ、いずれは研究もうまく進むようになります。努力の先には、世界にインパ
クトを与えるような研究があると思っています。

女性の少ない石油開発業界で16年間エンジニアとして働いています。
出産育児などでなかなか仕事に集中できない期間が長かったので、モチ
ベーションを保つのが大変でしたが、かつて上司に言われた「女性は40
歳過ぎてから（仕事で本領発揮できる）」という一言を励みに、何とかやっ
てきました。振り返れば大変だったことはたくさんありますが、最近ようや
く感じるようになった企業で働く面白さをお伝えできたらと思います。
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